
の教官がこうした講義の方法に賛成しているかどうか

は断言出来ない。それぞれの講義の内答ならびに性質

によってもこうした方法が適切かどうか疑問とされる

ものもあろうし、一部の教官が好きでやっているとい

う見方も否定出来ないだろう。したがって、こうした

方式を全ての講義に適用するというのは現実的ではな

い。ただ、講義を活性化させるための一つの試みとし

ては意味あるものと考えている。複数の教官が作り上
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1．はじめに

旧教養部では平成3、4、5年度にわたり、「大学設

置基準大綱化のもとでの一般教育の方法とその改善に

関する基本的調査」のテーマのもとで文部省より「大

学教育方法等改善経費」の交付を受け、千葉大学、岡

げた講義に、無理矢理にでも学生を巻き込み、その結

果を評価票という形で検証しつつ次の講義に活かして

ゆくという方法は、学生と教官とのコミュニケーショ

ンの手段として意味あるものと考えている。今後、提

供される講義と同時に評価票の方法をも継続的に検討

しながら、より「科学性」の高いコミュニケーション

が可能となるよう努める必要があると思われる。

（報告を一部修正して書き直したものである）

山大学、長崎大学と共同で調査研究を行いました。新

潟大学では自然系と外国語学系がこのプロジェクトを

担当し、合計3回のアンケートを実施し、延べ4，000名

の学生から回答を得ました。ここでは、新潟大学のア

ンケートの概略を説明し、その集約結果から浮き彫り

にされたいくつかの問題点について考察を試みたいと

思います。

実は、このプロジェクトには長い歴史があります。

当初は金沢大学と熊本大学も参加して6大学の共同プ

ロジェクトとして昭和51年に発足しましたが、昭和60

年以降は4大学共同プロジェクトとなりました。以前

の結果については別の機会に適当な方にお話をしてい

ただくことにし、今回はこの3年間で行いましたアン

ケートについてお話をさせていただきたいと思いま

す。2章と3章は長谷川、4章は竹内、5章古き吉田が

担当します。なお、新潟大学の詳しい調査結果につい

ては、文献［1］を、また、4大学の共同研究の詳しい

調査結果については文献［2］を参照して下さい。

2．アンケートの概要

先ず、アンケートの実施についてですが、教養部の

学生は全部で2，000名を越えますので、そのうちでなる

べく沢山学生が受講している科目ということで、英語

とドイツ語の授業を利用してアンケートを実施しまし

た。アンケートの対象となった授業は平成2、3、4

年度で行われた教養科目の授業です。1回目は2年次

の乙英語、2回目が2年次の乙ドイツ語、3回目は事

情があって1年次の甲英語のクラスで行いました。実

施時期の違いがそれぞれのアンケートの結果に微妙な

一131－



差を生じた可能性があります｡ 1 回目は ､
1 年近く前

に聴講し終わ っ た講義に対するア ン ケートですから､

講義の 印象は い くらか薄れて い る頃に行われ たと言え

ます｡ 2 回目は 6 月ですから試験が終わ っ てか ら 3 カ

月 の 頃に行われましたか ら､ 講義の 印象は比較的濃 い

状態か もしれません ｡
3 回目は ､

1 年生が現に聴講し

て い る授業に つ い て の ア ン ケートであり､ しか も試験

直前の 1 月に行われ たア ン ケートなの で ､ 前 の 2 回と

はまた違 っ た意味をもつ かも知れません ｡ 授業が難し

い と答えた割合 が比較的多か っ た の も こ のような事情

を反映して い る の か も知れませ ん ｡

ア ン ケ
ー

トでは非常に多くの学生か ら回答を得るこ

とが できました｡ 第1 回目は全体の 63 % ､ 2 回目は半

分を割り4 4 % ､ 3 回目は77 % でした ｡
ア ン ケ ー ト の項

目に つ い て は これからお話しますが ､ 学生には マ
ー ク

カー ドを 2 枚ずつ 配り､ それで 回答してもら い ました ｡

なお ､ 学生には在籍番号を記入して もら い ましたが､

もちろん ､
こ の ア ン ケ ー

トの結果は こ の調査の 目的に

限 っ て利用すると断 っ てあります｡ マ ークカ
ー ド上 の

デ
ー

タは捻合情報処理 セ ン ターの 大型計算機を使 っ て

数値化 し､ パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タに入力します｡ 学

生数が多 い の で デ ー タ量は莫大な もの になりま した

が ､ 何 とか 工夫してデータ ベ
ー

ス を作り､ い ろ い ろな

集計がで きるように しました ｡

ア㌢ケート項目は ｢教養科目全体の状況に つ い て+

と ｢ 各 々 の教養科目の状況に つ い て+ に大別され ます｡

全体に わたる問 い では､ まず､ 全体と して難しか っ た

か どうか ､ 次に ､
ど の程度であ っ たか ､ ま た､ 履修単

位に つ い て聞 い て います｡ た だ し､ まだ3 0 単位になる

前の こ とですから54 単位で ､ しか も各系列で必修の 粋

が決ま っ て い た と いう背景にご注意 い ただきた い と思

い ます｡ そ れ と､ 有意義と思 っ た分野はどれかと い う

こ とです｡ それか ら､ い ろ い ろな学科 目に つ い て聞 い

て い ます｡ 難易性に関連して､ 大学入試セ ン タ
ー 試験

をそ の科目で受験 したか ､
と か

､
2 次試験で受験した

か どうかも聞 い て い ます｡ ま た ､
難 し い ､ 易 し い に限

らず､ 受講して良か っ たか どうかを聞 い て い ます｡ さ

ら に ､ 難 しか っ た と答えた学生に つ い て は ､ 困難な理

由を聞き､ ま た､ そ の 科目を どの ような理由から受講

したかも聞 い て い ます｡

詳しくは こ れから少しず つ ご説明 い たしますが ､ 全

体 にわた る難易性に関する質問は､ ｢ か なり容易だ っ

た+ ､ ｢ 容易だ っ た+ ､ ｢ 大変だ っ た+ ､ ｢ か なり大変だ っ

た+ としました ｡
こ れ に つ い て の結果は ､ 各年度は大

体同じ様な傾向にな っ てますが､ ｢ か なり容易だ っ た+

は非常に少な い ｡ ｢容易だ っ た+ は大体2 0 % か ら30 % ､

｢ 大変だ っ た+ は50 % から70 % ､ ｢ か な り大変だ っ た+

も 1 0 % 位あります｡ しか し､ ｢ 大変だ っ た+ と い っ て

も
､ 各学生が どう いう基準で大変だ っ た の か ､

こ れ は

様 々 であろうか と思われます｡ 教養部時代は進ん で暮

らそうとか クラブ活動が 目的で入 っ て来た学生にと っ

て は､ そ れ こ そ大変だ っ たか も知れ な い ｡ また ､ 本気

で勉強しようと思 っ た学生にと っ てもや はり授業の程

度は高く ､ 大変だ っ た の かも知れな い ｡
い ず れにせよ､

学生にはかなりの 緊張感を与えて い た､ と言える の で

はな い かと思 い ます｡

履修単位 に つ い て の 問は､ ｢ こ の ままでよ い+ ､ ｢ 全体

として少なすぎる+ ､ ｢ 全体として多すぎる+ ､ ｢ も っ と

自由に履修 した い+ ､ ｢ 専門科目と連結基礎科目を増や

した方がよ い+ ､ ｢ 外国語の単位を増や した方がよ い+

と な っ て い ます ｡
こ れ は 4 年度ま で の ア ン ケ

ー ト です

から
､
5 4 単位で ､

しか も学群分けもされて い る こ とに

注意して下さ い ｡ それ に対して ､ ｢ こ のままでよ い+ が

20 % 弱､ ｢ 少なすぎる+ は殆 どな い ｡ ｢ 多い+ と答えた

人が2 0 % か ら4 0 % で ､ ｢ も っ と自由に履修した い+ が半

分くら いありますが ､
こ の ような希望はよく理解でき

るような気が します｡ また ､ 基礎科目を増や して欲 し

い
､ 専門科 目とか 関連する基礎科目を増や して欲し い ､

と い う要求がか なり強 い ｡ ｢ 外国語の単位を増や した方

がよ い+ がまあまあです｡ こ の た び の 教養教育の 改善

によ っ て
､
5 ､ 6 年度にお い ては ､ 単位数は3 0 単位に

減らされ､ 各系列の 必修枠は殆 どとり外され ､
かなり

自由に履修できるようになりました ｡ 新し い調査を行

い
､ こ. の 点に対する学生の意識が ど の ように変化した

かを調 べ た方がよ い と思 い ます ｡

次 に ､ 教養科目全体 の状況に つ い て有意義と思 っ た

分野に つ い て ですが ､ 分野は ､ 人文系列､ 社会系列､

自然系列､ 既修外国語､ 未修外国語､ 体育実技に分類

しました ｡
こ の分野で有意義であ っ たもの は複数個書

い てもよ い と いう聞き方で した ｡ 後 程､ 竹 内先生が各
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学部毎に分解した結果を説明 されますが ､
こ れ は全体

の平均なの であまり特徴が 出ておりません ｡ 人文 ､ 社

会 ､ 自然と殆 ど同じで､ 大体30
- 4 0 % で す｡ 外国語は

大体2 0 % ､ 未修外国語が3 0 % ｡ 突 出して る の が体育実

技で､ 40 % を越えて い ます｡ こ れ はやは り各学部で分

解 した結果をご覧 い ただ い た方がよ ろし い と思 い ま

す｡

各学生の所属 が分か っ て い ますから､ 科目別に難易

性を文系と理系に分けて集計してみました｡ 難易度は ､

｢ 受講して困難を感じた+ ､ ｢ 十分理解で きた+ ､ ｢ 物足

りなか っ た+ の 3 段階です｡ さらに ､ ｢ セ ン タ ー 試験で

受験した+ か ｢ 2 次試験で受験した+ か ､ そして ､ ｢ こ

の科目を受講してよか っ た+ か どうか ､ 難し い ､ 容易

に かか わらず良か っ たか どうかま で聞 い たわ けです

が
､
こ れ には人文系､ 社会系､ 自然系それ に情報科 目

も加えました ｡ 人文系ではや はり ｢受講困難である+ ､

こ れ は左側の 人文系と社会系を文科系､ 情報を含め て

自然系とみて ､ や はりかなり特徴が違 い ます｡ 傾向 パ

ター ン が見てお分かりの ように違 い ます｡ つ まり､ 自

然系また情報と いうの は共に ｢受講が困難+ で ､ 文系

の方は比較的にそ こ は少 し減 っ て い る ｡ ｢ 十分理解でき

た+ か どうか に関して は､ む し ろ文系の 方が少し高 い ｡

｢ 物足りな い+ は自然系で は殆 どありませ ん ｡

試 験 に つ い て は省か せ て い た だ きます｡

｢ 受講してよか っ た+ か どうかを見てみ ますと ､ 非

常に受講困難ではあ っ たけれ ども｢受講してよか っ た+

と いうの が3 0 % か ら4 0 % です｡ ｢ 困難+ だ と答えた学生

に そ の 理由を聞 い てみますと､ ｢ 講義の 内容な い し技能

の程度が高すぎて､ 理解 な い し実行できな い+ ､ ｢ 受講

に要求される基礎知識な い し基礎技能の不足+ ､ 例えば

｢ 高校で履修 しなか っ た等+ が そ の 理由 の中に入りま

すが､ ｢ 必要 であると思 っ たが ､ 自分 の勉強､ 努力が足

りなか っ た+ と いう反省､ ｢ 所定単位取得の ためやむ な

く選択 した の で+ い や い や ながら受講した ｡ ま た
､
｢ 講

義内容な い し技能に興味が持てず､ 勉強する気に なれ

なか ? た+ ､ な ど い く つ か の 理由を設定して あります

が
､
こ れも人文系と自然系でや はり傾向が少 し違 い ま

す｡ 自然系の方では ｢ 程度が高すぎる+ が困難の 原因

の
一

番大きな理 由で､ そ れ か ら ｢知識不足+ と､ ｢ 高校

で履修しなか っ た+ 等も入ります｡ 情報科目はまだ普

及 して な い かも知れませ んが ､ 半分以上が｢知識不足+

です｡ た だし､ 自然系では ､ 先程 の 医学部の先生の お

話しに もありましたけれども､ 高校で特に受講して来

なくて も分かるような授業を行うように教養部では配

慮 して おりま した の で ､ そ の効き目が現れ て い る の か

も知れ ません ｡ 自然系と文系で違うの は ､ ｢ 勉強不足で

ある+ と いう自分の努力が足りなか っ た と いう反省が

自然系と情報に つ い て は文系に比 べ れば少な い
･

｡ ｢ 勉強

不足+ はあまり理由に な っ て おりませ ん｡ ま た､ ｢ 講義

内容 な い し技能に興味が持てず､ 勉強する気になれ な

か っ た+ が やや文系と自然系でち ょ っ と違 い ます｡ そ

れ は後 の受講理由にも多分関係ありそうです｡ 理由を

ご覧 い ただきた い と思 い ます｡

設定した項目は､ ｢ 専門学部 へ 行 っ て 必要である と

思 っ た+ ､ ｢ 学部 の ガイダ ン ス で指定され た+ ､ ｢ 基礎的

な教養 な い し技能を身に つ けるため に 必要で ある と

思 っ た+ ､ ｢ こ の 科目の 内容に関心を持 っ て い た+ ､ ｢ 友

人､ 先輩その他 の人からのア ドバイ ス を参考にした+ ､

で す｡ 人文系と 自然系で少し パ ター ン が違 い ます｡ 人

文系の大きな特徴は､ ｢ 内容に関心がある+ が 1 番です｡

情報もそうです｡ また ､ 自然系科目を受講する学生は

｢専門に必要だか ら+ と い う専門基礎 の意識で受講し

た学生が非常に多 い ｡ 情報もそうです｡ そ れに反して

人文系 ､ 社会系 ではそう い う意識で受講して い る学生

は非常に少な い ｡ 講義内容がそ の 中心にな っ て い ます｡

先程 の ｢ 講義内容な い し技能に興味が持てず､ 勉強

する気になれ なか っ た+ と いう理由とノ

合わせ て考えて

みますと ､ 自然系では基礎として大切だか ら､ レ ベ ル

は高すぎるかも知れな い け ども努力をして勉強して い

る
｡ 受 講困難の 理由は自分 の努力不足 だ と い っ て 反省

する｡ しかし､ 必ずしも興味がな い わけではな い ｡ と

こ ろ が
､ 人文系では基礎としては考えて い な い わけで ､

初 め 興味本位で受講してみ たが､ 多分 ､ 全く新し い こ

とが沢山盛 り込まれて い る の で､ 必ずしも学生が当初

予想してたよう な方向には進まなか っ た ､
こ とを意味

して い る の かも知れ ません ｡

3
. 総合科目に つ い て

稔合科目 は 7 年度以降の教育改善 の 目標の
一

つ と
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な っ て い ますが ､
こ の ア ン ケ ー トを実施した頃開講さ

れて い た捻合科目は1 0 科目程度でした｡ こ れまで私は

｢ 数理科学の世界+ と いう絵合科目を旧教養部の 自然

系の 先生方と ご
一

緒 に担当してきました ｡
こ れ は パ ー

ソナル コ ン ピ ュ ー タを補助的に使 っ た授業です｡ こ の

授業に対する学生側か らの評価を知りたくて ア ン ケ
ー

トの 結果を調 べ ました｡ また ､ 他 の捻合科目に つ い て

も､ 具体的に講義題目をあげて比較をさせて い ただき

た い と思 い ます｡ なお ､ 授業 の 内容に つ い て は､ 講義

概要に書 い てある範囲で参考 にさ せ て い た だ きま し

た ｡

2 番目の ｢ 水 の科学+ は旧教養部自然系の 先生方が

中心となり､ 工学部､ 農学部の 先生方も参加され ､ 担

当教員の数は全部 で 9 名です｡ 聴講した学生は文系が

多 い ようです｡ 責任者によると文系学生に聞かせ た い

の で多数許可した と の こ とです｡ 3 番目の ｢ 日本列島

の 地質とそ の成り立 ち+ は 旧教養自然系の 先生方と理

学部の 先生方によるもの で､ 長年続 い て い る科目です｡

ア ン ケートに答えた学生数は 58 ( 2 年) ､ 3 8 ( 3 年) ､

12 7 ( 4 年) ｡ こ れも文系学生の数 が多 い です｡ 先生 の

数は 6 名｡ 4 番目 の ｢ 生物資源論+ は2 0名以上の農学

部の 先生方が担当され ､ 主 と して農学部の 学生を対象

と した授業です｡ 5 番目は旧教養部の 人文系の先生方

が担当された ｢ 死生観の変貌と宗教の役割+ です｡ 先

生方は全部で 8 名 ｡
50 名 の学生が ア ン ケ ートに答えて

くれて いますが ､
理系､ 文系 の全体にわ た っ て い ます｡

6 番目 の ｢ 叙事詩 の世界+ は 旧教養の 人文 ､ 語学､ そ

れ に法学部の先生方 9 名による授業です｡ こ れ も5 番

目と同じで全学部に わた っ て平均的に聴講され て い ま

す｡ 7 番目の ｢ 現代都市論+ は 旧教養部の社会系と自

然系の 先生方､ そ れ に人文､ 法学､ 教育 の 先生方が担

当され た授業です｡ 大体 7 - 8 名 の先生方が担 当され

ました｡ こ れも平均的に聴講され て い ます｡ 最後 の 8

番目 の ｢ 現代 マ ス コ ミ論+ は 旧教養部の社会系と情報

の 先生方が担当され たもの で ､ 聴講した学生は 文系が

圧倒的に多か っ たも の です｡

こ れ ら8 科目に つ い て ､ まず､ 受講 の 理由を見てみ

ますと非常に似て い ます｡ こ こ で は､ 自然科学の授業

? と こ ろにはなか っ た ｢ 内容に関心があ っ た+ が大き

い 受講理由とな っ て い ます｡ つ まり､ 専門に必要とか

には関係なく､ 内容 に関心があると いう理由が ピ ー ク

とな っ て い ます｡ ｢ 数 理科学の 世界+ では回答数は少な

い が ､ 8 0 % に近 い ｡ ｢ 水 の 科学+ では70 % ｡ こ れ が通常

の絵合科目における特徴です ｡
こ れ に反して ｢生物資

源論+ は､ 農学部の 先生方が初年次か ら専門に興味を

持 っ てもらう目的で開設された科目なの で ､ ｢ 内容に関

心がある+ と いうよりは､ むしろガイダ ン ス で指導さ

れた聴講である ことを示して い ます｡ 文系科 目では､

受講理由は全く同じ パ ター ン で ､ ｢ 内容 に関心がある+

が 圧倒的に多 い ｡ た だ し､ 難し い か どうかに なります

と話が変わ っ てきます｡ 難易性は ､
こ れ は主に 自然系

ですが ､ ｢ 受講は非常に困難+ で ､ た だ し ｢ 十分理解で

きた+ も多 い ｡ 従 っ て ､
か なり興味を持 っ て聴 い たと

いうこ とがうか がわれます｡ 結局､ ｢ 履修して良か っ た+

は3 0 - 5 0 % で ､ ど こ に標準を置くか によりますが ､ 先

生方も講義して良か っ た､ 学生側も聴 い て良か っ た と

いうと こ ろではな い でしょうか ｡

文科系の総合科目に ?
い て は

､ ｢ 受講困難+ が非常に

高くな っ て います｡ た だ し､ ｢ 現代 マ ス コ ミ論+ で は｢ 受

講困難である+ が非常に低 い ｡
こ れ はや はり内容によ

ると思 い ます｡ ｢ 十分理解 できた+ が多 い ｡ 受講が 困難

であ っ て ､ しか も十分理解できなか っ た と い うの もあ

るわけでして､ 自然系の方は皆がんば っ て ｢ 十分理解

できた+ もか なり高くな っ て い ます｡ しかし､ そ れ は

授業の 内容や勉強の 仕方による こ とは言うまでもあり

ません
｡

困難理由に つ い て は ｢ 程度が高すぎる+ が特徴です｡

自然系では ｢程度が高すぎる+ と ｢ 知識が不足して+

が多く､ ｢ 勉強不足+ は少な い ｡ ｢ 知識不足+ はあまり

な い ｡ ま た､ ｢ 聴 い て みて講義 の 内容 に興味が持て な

か っ た+ が か なり多い ｡ そ れ は ､ 講義内容が学生の期

待に反して い たと解釈す べ きで し ょうが ､ 高校卒の 程

度では想像 もつ かな い ような内容を先生方がお話にな

る こ とは当然あり得 るこ と です｡ ｢ 程度が高 い+ と ｢ 興

味が追 い つ か なか っ た+ と いう理由を考えますと､ 7

年度以降の授業改善 で検討されて い る稔合科目の 中の

ア ドバ ン ス ト コ ース の レ ベ ル に相当するの では なか っ

た かと いう気が い た します｡
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4 . 学生 の理 系離れに つ い て

こ こ で の 話は､
一

般教育科目3 系列､ 時に自然科学

系列の科目に つ い て､ い わ ゆ る ｢ 理系離れ+ があるか

を､ 文献 [1] の デ ー

タか ら考えてみ る こと です｡

分析 の対象は人文学部 ､ 法学部､ 理学部､ 工学部の

学生です｡ 新潟大学には他に 5 学部がありますが ､ 文

系と理系の 代表と して こ れ ら 4 つ の 学部を選び まし

た
｡

4 . 1 . 有 意義分野

｢有意義分野+ に つ い て の質問した結果が図 1 です｡

有意義分野
平成4 年度
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固
図 1

0 が人文学部 ､ □が法学部 ､ ●が 理学部 ､ ■ が工学

部を表して い ます｡

こ の 結果を見ますと､ 学部によ っ て大き な違 い が あ

る ことが分かります｡

人文学部の学生は人文系列に対して6 0 % 位｢ 有意義+

と答えて い ます｡ 社会系列に つ い て も5 5
- 5 6 % の 値を

示して い ます｡ そ れ に対して自然系は20 % を割 っ て い

ます｡ ですか ら､ 人文学部の学生は人文
､
社会系列に

関 しては ｢有意義+ と過半数は思 っ て い ますが ､ 自然

系に つ い て は1 5 % 位しか い な い と い うこ とです｡

法学部は特徴的です｡ 人文系列を ｢有意義+ と思 っ

て い る学生は比較的少なく､ 3 0数 % です｡ そ れ に対し

て社会系列は67 - 68 % ｡ そ して ､ 自然系列は2 0 % を割 っ

て い ます｡ ですか ら法学部の学生は社会系列だけを有

意義と思 っ て い て､ 他 の 系列は余り有意義だと思 っ て

い な い わけです｡

こ れ に対 して ､
理系では多くの 学生が自然系列を｢有

意義+ と回答すると推測され ます｡ 理学部を見ますと

確か にそ の 通りにな っ て ます｡ と こ ろが ､ 工学部で は

それ 程大きな違 い はありませ ん｡ 工学部でも自然系列

が ｢有意義+ と いう回答が 1 位ですが ､ そ れ 程多くは

ありませ ん ｡ こ れに比 べ ると理学部 は理系志向が強く

表れ て い ます｡ しか しそ の度ノ合 い は ､ 文系学生の文系

指向と比 べ れば低くな っ て います｡

4 .
2

. 困難度

次に､ 各系列の ｢ 困難度+ を見てみます｡

人文系列科目困難度
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図 2

人文系列の ｢困難度+ ( 図2 ) で は､ ｢ 受講困難+ は

学部に よ っ て少し違 い がありますが ､ 全体的には余り

大きくありませ ん ｡ ｢ 物足りず+ は殆 どありませ ん｡

社会系列の ｢ 困難度+ は人文系列と比 べ て少し易し

い傾向ですが ､ 分布 の形はよく似て い ます｡

自然系列科目国難度
平成4 年鹿
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8 0

固
図 3

こ れに対し自然系列 の結果 ( 図 3 ) を見ますと､ 人

文系列 ､ 社会系列と比 べ てか なり多くの学生が難し い

と答え ､ し かも､ そ の 割合は､ ど の学部もほ ぼ同じで ､

皆難し い と 回答して い ます｡

4
.
3
. 困難理 由

次 に ､ ｢ 困難理由+ を見てみます｡ 人 文系列 ( 図4 )

の 科目を難し い と答えた理由は､ 全体的に色々 です｡

(｢ 高度過 ぎる+ ､ ｢ 知識不足+ ､ ｢ 勉強不足+ ､ ｢ 単位取得+ ､
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｢ 興味なし+ がほぼ同率) ､ 社会系列に つ い ても大体同

様です｡

人文系列科目困難理由
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それ に対して ､ 自然系列 (図 5 ) で は全体の形が違

うだけでなく､ 文系 ･ 理系による違 い もか なりありま

す｡ ｢ 高度過ぎる+ と いう の は ど の学部 でも大きな割合

ですが､ そ れ に続く理由として､ 理系 の学生は ｢勉強

不足+ を上げて い ます｡
一

方 ､ 文系 の学生は ｢単位取

得+ を上げ､ ｢ 興味が な い+ も少なくありませ ん ｡ 全体

として文系の 学生は単位 の ため にやむ なく受講したの

で
､ 難しか っ た｡ つ まり､ 勉強不足と言うよりは始め

か ら勉強する気がなか っ た と答えて い ます｡

4
.
4 . 受講理 由

次に
､
受講理由を見てみます｡ 人文系列 ( 図 6 ) ち

社会系列も似て い ますが､ 社会系列では法学部 の学生

の ｢専 門で必要+ と い うの が目立 ちます｡ 法学部の学

生は専 門意識がかなり強 い と いうこ とでしょう｡

全体的には｢教養として必要+ ､ ｢ 内容に関心がある+ ､

｢ ア ドバ イ ス+ な ど教養的な内容を重要視 して い ます｡

人 文系列科目受話理由
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これに対して自然系列の科目 ( 図7 ) に つ い て は ､

かなり違 い ます｡ 文系 の 学生は､ 全体的に は人文
･

社

会系列と似た形に ですが ､
理系の 学生はそれ と異なり ､

｢ 専門で必要である+ ､ ｢ ガイダン ス+ など､ 専門の 基

礎 と考えて い て ､ ｢ 教養 として必要+ ､ ｢ 内容に関心があ

る+ とか はそれほ ど関係なく聴講して い ます｡

4 . 5 . 自然系科目

上で見ましたように ､ 自然系列の 万が
一

般的に難し

い と考えられて います ｡ しか し､ 難し い と言 っ ても､

科目によ っ てか なり違 い があります｡

数学 の ｢ 困難度+ ( 図 8 ) を見ますと ､ 理学部の 学生

さえが80 数 % が ｢ 分からな い+ と回答して い ます｡ と

こ ろが
､ ｢ 困難で分か らな い+ にもかか わらず ｢履修し

て良か っ た+ と いう回答が 4 割近 い ｡
こ れ は

､ 先 程 の

受講理由を考え′合わせ ると､ 専門基礎 と して聴講して

る の で
､ 難しくても､ 分 か らなくても｢授業を聴 い て ､

あ る程度の こ とを勉強した+ と いう こ とが良 い と考え

て い るわけです｡
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｢ 困難理由+ (図 9 ) も自然系列全体 の傾 向が強調さ

れて典型的に現れて い ます｡ 理系 の 学生は ｢難しくて

勉強不足+ の 回答が多く ､ 文系 の学生は ｢難しくて ､

単位取得の た め だ か ら+ と い う回答が多く な っ て い ま

す｡ 数学が自然系列の科目の 最も極端な形を現して い

ます｡
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｢受講理由+ ( 図1 0) も､ 理系は ｢専門が必要+ もし

くは ｢ ガイダン ス+ かと いうもの で ､
｢ 教養で必要+ は

少なくな っ て い ます｡ そ れ に対して､ 文系 の 学生は｢ 内

容に関心+ が少なく ､ ｢ ア ド バ イ ス+ が意外と多 い ｡ ｢ ア

ドバ イ ス+ は ､
こ の 当時では自然系列から 2 科目聴講

す るこ とにな っ て い ましたから､｢ 授業は難し い が単位

は易し い+ と い うア ドバイ ス の こ とと思われます｡

自然系列の他 の科目に つ い て見ますと物理､ 化学､

生物 ､ 地学 の順に徐々 に形が変わ っ てきます｡

物 理 は似た形ですが ､｢ 困難理 由+ は文系の 学生の｢知

識不足+ が増え , 少し違 い ます｡ ｢ 受講理 由+ でも工学

部の 学生は物理 の方を数学より専門で必要だと思 っ て

い るようで､ 理学部と少し ニ ュ ア ン ス が違 っ て います｡
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数学､ 物 理は自然系列の代表と いう感じですが ､ 化

学もそれに似て い ます ｡ 生物になりますと少し状況が

変わります｡ 理学部の 学生に つ い て見ますと､ 数学､

物 理 ､
化学までは ｢受講困難+ ､ ｢ 十分理解+ の順にな

り ますが ､ 生物に なると これ が逆転 して ｢ 十 分理解+

がか なり高くな っ て い ます｡ 困難理由に つ い て も､ ｢ 高

度過 ぎ+ もありますが ､ ｢ 知識不足+ が かなり大きな割

･合に なります ｡ そして ｢勉強不足+ がか なり暖昧にな

ります｡ 受講理由も少しず つ 変わ っ て来ます｡ ｢ 内容関

心+ と いうタイ プがか なり多くなります｡ こ の ように

生物 は自然系列 の 中でも数学､ 物 理とは違 っ て い る と

言えます｡

地学になりますとも っ と違 います ｡
グラ フ の形を見

て も分か るように､ 地学 は自然系列平均 とは か なり

違 っ た傾向をして います｡ ｢ 困難度+ ( 図1 1) を見ると､

理系 の学生にと っ て地学は易し い ､ 文系 の学生にと っ

てもそう難し い も の でもな い と いうことです｡

｢ 困難理由+ ( 図1 2) も違 い ます｡ ｢勉強不足+ だと

は思わ な い と いう の が特徴です｡ 理由は ｢単位取得+

か ｢ 知識不足+ が主なもの です｡

｢ 受講理 由+ (図13) は ､ 理 系で の基礎科目と いうこ
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とがなくなる事で､ ｢ 専門で必要+ ､ ｢ ガイダン ス+ が少

なくなります｡ 全体として ｢ 内容関心+ が受講理 由の

主なもの に なります｡
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4
.
6

. 理 系離れ に つ い てのまとめ

一

般的に自然系列は人文 ･ 社会系列に比 べ てかな り

難し い と いうこ とが言えます｡ しかし､ 科目によ っ て

ばら つ きがあります｡ 数学､ 物 理は共に非常に難し い

わけですが ､
地学になると それ ほ どではありません ｡

難
-

L か っ た場合そ の 理由は ､ ｢ 難 しす ぎる､ 高度過ぎる+

と いう事柄は全部に共通して い ます ｡ それ以外に文系

の学生は ｢単位取得+ とか ｢興味がな い+ と いう ｢も

ともとや る気が なか っ た+ こ とを理 由に上げて い ます｡

それ に対して理系では､ 主 に ｢ 勉強不足+ と答えて い

ます｡

受講理由も理系と文系で全然違 い ます｡ 理系では｢専

門で必要+ や ｢ ガイダ ン ス+ と回答し､ ｢ 興味+ や ｢ 内

容に関心ある+ で はなく, 殆 ど専門基礎 として聴講し

て い ます｡ そ れ に対して文系は専門基礎 でな い こ とか

ら
､ 残り の 理由に なりますが ､

回答率が低 い と いうこ

とに注意すると ､ 積極的な理由と い うよりは ､ ｢ 2 科目

必修だか ら､ 面白そうなもの ､ 易しそうなもの を聴講

した+ と い う回答をして い ると思われます｡

こ れ が各具体的な科目を見た時の話ですが ､ こ れ に

対して放論的､ 建前的に見たもの が
一

番最初 に上げま

した有意義分野に つ い て の結果です｡

少し大げさな言 い 方をします｡ 人文 ･ 法学部の多く

の学生は ､ 自然系列科目を有意義とも､ 面白 い とも思 っ

て い ません ｡ 興味を持 っ て い る学生は余り多くありま

せ ん｡ そして非常に難し い と考えて い ます｡ そして必

修単位だから仕方なく受講して い ると いう意識です｡

興味 の な い も のを単位 の ため に受講して い るわけです

か ら､ 面白 い わけもなく､ 勉強する気もなく､ 益 々 難

しくなると い うこ とです｡ 実 は自然系列の科目は取り

たくな い と い うわけです｡ ですから､ 理系離れ と いう

よりは ､
理系 の方には向きたくな い と いう感 じです｡

こ れ に対し理系の 学生は､ ｢ と に かく専門基礎 として

聴講しなければ ならな い+ と考えて い ます｡ 専 門の
一

部 と思 っ て受講して い ます｡ そうしますと､ ｢ 難しくて

もこ れは仕方が な い+ ､ ｢ 単位が取れれば 良 い+ と いう

こ とに なります し､ ｢ 難 しくて分か ら な い の は勉強不

足+ と ｢ ある程度自分の 責任+ にする ことに なります｡

逆 に言えば ､
こ れ は自分 の専門だから ｢難しくても勉

強すればできる+ と いう意識の 表れ と思われます｡

こ れ が平成 4 年度の 入学学生の 意識です｡ 平成 5 年

度か ら新 し い カリキ ュ ラム になり ､ 教養科目の 選択が

か なり自由になりました ｡ そ こ で最後に ､ そ の 結果 ど

うなるかを考えてみます｡

文系､ 理系､ 学生とも､ 少 なくとも教養科目として

の 自然系列科目は必要な い と言う雰囲気です｡ こ の ま

ま の状況で自由選択制にすれ ば､ 実 は自由選択制にか

なりな っ たわけですが ､ 文系学生は｢ 自然系の科目は ､

履修するとすれば ､ 面白くて易し い も の ､ そうで なけ

れば取らな い+ と いう ことに なります｡ そ の結果 ｢文

系の学生の 自然系科目の 履修 は大幅に減る+ と い う こ

とが容易に想像 できます｡

一

方 ､ 理系学生の 理系科目の聴講は減るか と
′

い うと

そう でもありませ ん｡ 教養 の単位 とし て 認め られ れば ､

自分 の専門に役立 ちそうな自然系列科目の履修は増や

すで しょう｡ 実際､ 理学部の 学生はそう いう面で履修
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が増えて い ると思われます｡

実 は こ の こ と の答えは
一

部分既に出て い ます｡ 平成

4 年度と 5 年度の 自然系列科目の聴講状況を人文学部

と法学部に つ い て纏めた のが ､ 下表です｡ 平成 5 年度

から科目の分類が変わ っ たり､ 半期科目や絵ノ合科目が

増えて い ますから､
一

概 に 比較する こと は出来ません

が
､ 大雑把な目安と いうこ とでご覧下さ い ｡

自然科学系列人文
･

法学聴講学生数

年 度
数 学 物 理 生 物 地 学

人 文 法 学 人 文 法 学 人 文 法 学 人 文 法 学

4 1 02 189 5 4 53 ･132 1 69 2 06 300

5 28 15 ll 12 72 2 9 145 82

数学に つ い て は平成 4 年度 には 人文学部の 学生が

1 02 人取 っ てますが ､ 平成 5 年度は2 8 人 です｡ 法学部は

1 89 人 が1 5 人 になりました
｡
殆 ど0 に近く､ 誤差範囲で

す｡ 物理 もそうです｡ 先 程も言 い ましが ､ 生物系から

f受々 易しくな っ て い る こ ともあ っ て､ 少しは残 っ て い

ますが ､
い ずれにして も激減です｡

人文
､ 法学部で新潟大学の全てを占めて い るわけで

はありませ んし
､

一

方 で 理学部 ､
工学部の 学生の 自然

系列の科目の履修が増えて い ますの で､ 自然系列の全

学部全体 の聴講数を見ますと ､
そん なに激減した様に

はな っ て い ませ ん｡ しか し中を見ると､ 聴講傾 向は非

常に大きく変化 した と い う こ と です｡

こ の こ と の是非に つ い て は色 々 と議論の ある と こ ろ

ですが ､
カ リキ ュ ラム 改革の結果として注意をしてお

く必要があります｡

5
. ドイツ 語教育にお け る諸問題

お手元 の < 資料 2 > を見て い ただ きた い と 思 い ま

す｡ こ れ が ｢
一

般教育改善の ため の新潟大学教養部に

お ける調査研究報告書+ です 〔以下で は < 資料 > と略

記:参考文献の1 に該当〕｡ 私 は ､ 今回 の話題提供におき

ま しては ｢ ドイツ語〔未修外国語〕+ の ア ン ケ ー ト ･ デ ー

タを中心とし報告をさせて い ただきた い と思 い ます｡

今 日は吉村セ ン タ
ー

長 か ら話題提供の依頼がありまし

たが
､ 全 て説明するだけの 時間の余裕がありません の

で ､ 御関心の ある先生方にはもう
-

度後ほ どあらため

て全体 の 報告書に目を通して い ただ き た い と思 い ま

す｡ 本 日 の発表要旨は レ ジメにも記してありますの で

適宜ご覧下さ い . それでは
､ 先に紹介しました

'

r 調査

報告書+ の デ
ー タ にもとづきまして ､ 数値を読み取る

上で私なりに気づ い た点を い く つ か指摘してみた い と

思 い ます｡ 始 め にお手元 の < 資料 > にあります次の表

をご覧下さ い
｡

有意義と思 っ た分野 (年度別) ( % )

授業年度 平成 2 年 平成 3 年 平成 4 年

人 文 系 3 3 . 5 3 0 . 6 31 . 2

社 会 系 3 0 .
1

. 3 5 . 0 4 0 . 0

自 然 系 2 9 .1 2 6 . 9 2 5 . 4

既修外国語 21
.
2 20 . 7 21

. 3

未修外国語 20 . 5 1 9 . 4 2 8 . 8

体 育 実 技 42 . 0 41 . 6 4 4 . 8

こ れ は学生が ｢外国語科目+ の 中で有意義と思 っ た

分野に つ い て の 区分です｡ こ れ は各系列 の科目の 中で

未修外国語 つ まりドイツ語 ､ フ ラ ン ス 語
､
ロ シ ア語

､

中国語が該当します｡ 学生が有意義と思 っ た度合 い に

つ い て は､ こ れ はほ ぼ 2 割から 2 割 5 分と い うと こ ろ

が読み取れます｡ こ れ は既修外国語 つ まり英語に対す

る有意義度とほぼ大差がな い と い うこ とになります｡

ドイ ツ 語 の 授業を担当して い る筆 者の 立場 か ら見る

と
､
次 の 二 点 が 目立 ちま した ｡

(1) 他系列の科目に比 べ ると ｢ 外国語+ 捻体 として

約1 0 パ ー

セ ン ト下回る こ と､

(2) ｢ 既修外国語 〔英語〕+ と ｢ 未修外国語+ と比較

した場合､ 数値 にそれほ ど目立 っ た形で の開き

が見られ なか っ た こ と｡

(1) に関 して は､ ｢ 外国語+ が専 門教育と直接的に係

わ っ て い る学部が少な い こ とからも敦し方な い こ とだ

と思われますが ､(2) に関しては ､ 既 に蓄積された知識を

有する｢英語+ の授業と他 の外国語の 授業と比較して ､

同程度の｢有意義さ の度′合 い+ を持 つ と い うこ とが ､ 英

語 の方が度合 い が高 い だ ろうと いう筆者の予想は完全

に ( つ が えしてお ります｡ こ の 同程度の｢有意義さ+ と

いう こ とが ､ そ の まま未修外国語の教官の授業努力の

成果と見る べ きか ｡ か と言 っ て英語の教官の授業努力

の 怠慢と いう形では決め つ けられ な い の かも知れませ

ん
｡
と は い え､ ほ と ん ど ゼ ロ から の 出発とも言える未修
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外国語が ､
それ相応に学生に評価され て い ると い うこ

とは注目してよ いか と思われ ます ｡
こ の有意義度か ら

み て､ 少なくても未修外国語に携わ る先生方は相当程

度授業内容に対する努力をして い るん ではな い か と い

う､ 比較的好意的な読み は可能だ ろうと思われます｡

つ ぎに < 資料 > の4 3 ペ ー ジに移ります｡ こ れ は有意

義度に関して先程の ように理系と文系に分けた ､ 大雑

把に分けた場合 の有意義度の 違 い に なりますけれ ど

も､ あ る程度が常識的に予想できる こ とですが ､ 人文
･

法学部の方がですね ､ 未修外国語に対する有意義度 ､

平成 4 年度にお い て ､ 3 4 % ､ 理学部
･ 工学部の 方が2 3 %

と いう こ とで ､ あ る程度文系の外国語科目に対するモ

チ ベ ーシ ョ ン と言 い ますか ､ 動機が比較的高 い と いう

ことをこ の数字が現して い るだ ろうと思 い ます｡

有意義と思 っ た分野 ( 理系 ･ 文系別) ( % )

平成 4 年度 人文
･

法学 理学
･ 工学 全 体

人 文 系 4 4 . 1 2 4 . 9 3 1 . 2

社 会 系 6 2 . 5 2 9 . 3 4 0 . 0

自 然 系 1 7 . 5 3 8 . 8 2 5 .
4

既修外国語 2 5 . 3 1 8 . 3 2 1 . 3

未修外国語 3 4 . 3 2 2 . 9 2 8 . 8

体 育 実 技 3 6 . 1 5 0 . 6 4 4
.
8

次 に ､
< 資料 > 4 4 ペ ー ジ の表 は､ ドイ ツ 語に関する

｢ 難易性関連項目+ の表ですが ､
こ れ に関して は ｢履

修 して良か っ た+ と い う､ い わ ば学習者の達成度です

ね ､ アチ
ー ブ メ ン トと言 い ますが ､

2 割 5 分
- 3 割 ､

平均して も3 割には達して い な い と いう現状が
一

つ あ

ると思 います｡ こ れ はさらに個 々 の未修外国語によ っ

て相当程度ばら つ きがある と い うこ とが
一

つ 注目して

おか なければ ならな い と思 い ます｡

ドイ ツ語に関する ｢ 難易性関連項目+ ( % )

授業年度 平成 2 年 平成 3 年 平成 4 年

受講して困

難を感じた
58 . 4 59 . 0 6 0 . 1

十分理解で

き た
38 . 9 3 8 . 2 3 8 . 6

物足りなか

っ た

履修 して良

か っ た

2 . 7

2 4 . 4

2
. 8

2 9 . 7

1 . 3

3 2 . 9

説 明 が前後しましたけれ ども､ < 資料 > の4 3 ペ ー ジ

の下から4 4 ペ ージ の上にかけてですが ､ 各未修外国語

の ｢履修して良か っ た+ と いう数値 に つ い て考えてみ

ますと ､
比較的 ロ シア語

･

中国語の度合 い が ドイツ語
･

フ ラ ン ス 語と い っ た西洋系言語に比 べ ると高 い 点を注

目して良 い ような気が します｡ ｢ 環 日本海+ と い う言葉

が ､ は た･して
一

過性 の流行語か ､ あ る い は寿命の長 い

文化的､ 歴史的概念があるか分か りませ んが ､ 新潟大

学に入 っ て来る学生の関心と いうの は相当程度 ロ シア

語 ･

中国語にあるん ではな い か と予想させ るわけでし

て
､
もし学生の知的需要にか な っ た外国語の メ ニ ュ ー

を提供すると いうこ とが可能であるとすれば ､ 予測と

しては 中国語 ､
ロ シ ア語ある い は朝鮮語と い っ た外国

語の 比重が相対的に高くな っ て いくだ ろうと言える と

思 い ます｡

あ とは順番に資料をこ の まま読んで い ただければ大

体 は傾向を把握して い ただけるかとは思 い ますが ､ も

う 一

つ 最後に51 ペ ー ジ の ｢ 受講理由+ ですね ､
こ れ に

関してち ょ っ と
一

言付け加えさせて い ただきます｡ 51

ペ ー ジ の 下の 表は ドイ ツ語を受講した理 由の 各学部ご

と の 3 年間の 平均値と い う こ とで ､ 大 づ か み な数字で

すが､ こ れ は い わゆ るドイツ語が必要か どうか と いう

議論をする前に少し考えてみた い こ とがあります｡ た

とえば ｢ 専門で必要なの だ+ と判断する学生が人文､

法学 ､ 医学部にお い て ､ 2 割以上と いう こ とで目立 っ

て い る わけですが ､
こ の場合に学生の 思 い 込み として

医学部 の学生は ドイツ語を取らなければダメ だと言 っ

たようなこ とが多少は働 い て い る の でしょ うか ｡ そ れ

とも学部の 先生方 の ドイツ 語に対する ノ ス タ ル ジ ア

〔郷愁〕 も影響して い る の で しょうか ｡

現実的には先程話にありましたように ､ 実用性 と い

う観点か ら い きますと ドイツ語そ の もの はうまく専門

領域とはさほ ど関連性は以前ほ ど無 い と言 い ますか ､

極端な言 い 方をすれば歴史的使命を終えたの かもしれ

ま せ ん｡ 学部 の ガイ ダ ン ス で は多分 二 つ の 理由がある

と思 い ます｡ まず､ 学部 の ガイダ ン ス と いうの は専門

分野と関わりがあると いう積極的な理由で受講を進め

るか ､ ある い は､ ドイ ツ語ぐら い は取 っ て お い た方が

い い ん じゃ な い かと ､ 専門領域と e ) 整合性が見えな い

ままに ､
せ っ かく大学に入 っ て来た の だから二科目ぐ
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ら い の外国語は取 っ てお い て ほし い と い うレ ベ ル で の

ガイダン ス と い うこ とです｡

い ず れにしましても､ ドイ ツ語そ の も のが それぞれ

の 学部の領域 と研究ある い は学問上の相互関連性があ

ま り見えなくな っ て釆て い る時代ですから､ こ の ガイ

ダ ン ス の 内容と い うの は積極的な理由づ けにはな っ て

い な い ように思われます｡

ま た ｢ 基礎教養として必要+ と いう場合も二 つ の 読

みが可能であります｡ 純粋に ｢基礎教養 として 必要+

だ と い うふうに教員の 方も思 っ て い て ､
か つ 学生も

思 っ て い る の か ､
基礎教養とは必修単位の 片 一

方 で ､

義務的な意味で必要と言 っ て い る の か ､
こ の 読み が 二

つ にな っ て い て
､
私 には判断しかねました ｡

た だ
､
二

重の 意味があるに違 い な い と いうこ とは報告させ て い

ただきます｡ そ れから ｢ 内容に関心あり+ と い うもの

は
､
ほ ぼ予備知識ゼ ロ の ままで学生は入学して ､ そ れ

ぞれ英語以外の外国語を二 つ ず つ ぐら い持 つ わけです

けども
､
こ れも人文 ､ 教育で 2 割以上の 関心を持 っ て

い るが目立 つ 程度で ､
ほ ぼ おしな べ て10 % ぐら い です

ね ､ さ ほ ど関心そ の も の な い と い う前提に立 っ て当た

り前なの か もしれません し､ 教える側としては学生の

｢ モ チ ベ ーシ ョ ン の 問題+ 一 つ まり学習の 動機付けに

つ い て真剣に工夫する必要があると い うこ ともこ の数

字から言えるこ とだと思 い ます｡

ドイ ツ 語 の ｢ 受講理由+ の

各学部ごと の 3 年間 の平均値( %)

学 部
専門で 学 部 の 基礎教養 内容 に 先 輩 の

必 要 ガイダンス として必要 関心あり アドバイス

人 文 2 7 . 5 1 9 . 1 38 . 7 24 . 9 1 7 ･

.

4

教 育 5 . 4 3 6 . 4 22 . 6 21 . 7 2 4
. 7

法 学 2 2 . 8 2 9 . 0 30 . 7 1 5 . 1 1 6 . 9

経 済 6 . 1 3 1 . 9 28 . 7 1 2 . 4 1 7 . 5

理 学 9 . 5 3 2 . 7 30 . 6 1 0 . 6 2 0 . 5

医 学 2 0 . 0 4 0 . 8 34 . 9 1 5 . 4 2 4 . 6

歯 学 1 6 . 9 5 0 . 1 21 .0 l l . 8 2 0 . 5

工 学 7 . 8 3 0 .
1 26 .9 l l

.
1 2 2 . 5

農 学 9 . 3 2 7 . 4 29 . 4 1 2 . 8 2 3 . 0

数字に関する説明 は以上でありまして ､ 細か い読み

に 関して は < 資料 > を読ん で い ただ きた い と思 い ま

す｡ 時間が超過して おりますの で､ 細 か い 点は省かせ

て い ただきます｡ 全体 の教育の 中で外国語､ とりわけ

社会的な需要と関連性の 無 い 部分で い わゆ る第2 外国

語と い うもの が教養科目の 中で どう いうふうに位置付

けられ て行くか ､ 他 の専門科 目と どう いうふうに連動

性を持たせ て行くか とても大きな課題を残したままで

ある と いうこ と ､ こ れ は教養部時代も解決できません

でしたし､ こ れ からも時間をかけて解決しなければな

らな い 点なん だ ろうと思 い ますが ､
い ずれにせ よ､

我 々 ､ 現場で ドイツ語教育を担当してきた人間として

は､ 相当様々 な課題を通 っ て釆たし､ 自分連 なりに課

題解決 の努力は して来た人も い るわけです｡

た だ
､ そ の課題は先程も言 い ましたように未解決で

あ っ て ､ より具体的効果的な方途を見出せな い ままに

教養部は消滅しました｡ 今後は､ 大学教育開発研究セ ン

ターの ワーキ ン ググループめ
一

部で､ 言うまでもありま

せんが､ 外国語教育に関してそ の有効性を見出す べ き議

論に関しては ､ た だ単に語学を担当する教官のみならず､

それぞれ の 学部でさまざまな専門領域に従事して い らし

て る先生方に教育の 改革に閲し大 い に引き続 い て関心

を持 っ て い ただ きた い と思 い ます｡ さ らに､ そ の意見

交流の 中で い っ そう議論を深めて行きた い もの です｡

い ず れにしましても ｢教養部+ と い う言葉は確か に

死語にな っ て しま い ましたが ､ 教養教育と言う言葉は

ま だ 死語に な っ て い ま せ ん
｡
こ れ か ら新し い制度 の 枠

組み の 中で ､ 新 たに意味づ けがなされて行くかもしれ

ませ んし, 私も語学教育の立場か ら今まで以上に教養

教育の 中身に つ い て自分なりに皆さん と い っ しょ に真

剣に考えてみた い と思 っ て おります｡ 簡単ですが以上

で報告を終わります｡

6 . おわりに

新潟大学では組織改革により教養部と い う部局は消

滅 し､ 教養教育に つ い て は新た に発足した大学教育開

発研究セ ン タ ー を中心として全学的に担当する体制が

整え られました｡ 教養科目の単位数を3 0 単位に減らし､

系列別の 必修枠を撤廃するな ど､ 制度も学生が履修 し

易 い ように改め られました｡ 7 年度ではさらに稔合科

目の 開講数を大幅に増やす方向で検討されて い ます｡

私達 の ア ン ケ
ー

ト調査 の結果が これか らの教養教育改
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善の
一

助 になれば幸 い です ｡
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